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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,閉軌道性をもつ力学系,すなわち,すべての有界軌道が閉軌道となる力学系について,対称
性の観点からの研究結果をまとめたものであり,得られた主な結果は以下の通りである｡
(1) 4次元リーマン計量の一つであるTaub-NUT計量の拡張計量のうちで,対応する測地流力学系の
SO(2)対称性による簡約化力学系がケプラー型対称性をもつものを見出した｡さらに,この拡張Taub
-NUT計量の幾何学的性質を明らかにした｡
(2)Taub-NUT計量の拡張計量に付随する測地流力学系のSO(2)対称性による簡約化力学系は,早
極子場のある中心力系となるが,閉軌道性の条件からこの力学系に含まれる未知関数を決定することで,
単極干場のある場合の調和振動子とケプラー運動の拡張を見出し,同時にこれらの力学系の対称性を明ら
かにした｡
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(3)(2)で考察した簡約化力学系に,拡張されたBertranの手法を適用することにより,閉軌道性をもっ
た可算無限個の力学系が構成できることを示し,これを多重ケプラー系と呼んだ｡多重ケプラー系に含ま
れるあるパラメータが有理数か無理数かに従って,有界軌道は閉軌道となるか,ならないかに分かれるこ
とを示した｡
(4) 多重ケプラー系が古典力学としてもっている上記の閉軌道性は,量子化された力学系において,そ
のパラメータが有理数か無理数かにしたがって,エネルギー準位に偶然縮退が起こったり起こらなかった
りする現象に対応することを示した｡
以上,本論文は,従来から豊かな力学系対称性をもつ力学系の例として知られていた調和振動子とケプ
ラー運動とを,閉軌道性の観点から統一的な形で一般化し,閉軌道性をもつ可算無限個の力学系を発見し
たものであり,さらに,それらを量子化して,古典力学系での閉軌道性が対応する量子力学系においては
エネルギー準位の偶然縮退となって現れることも明らかにしたものである｡これらの成果は学術上,理論
上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年1月7日論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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